
環境技術研究所ニュース： 

研究所研究員が大矢知平津産廃の支障除去工事ほぼ終了の見学会参加 

 

２０２２年９月１２日（月）の午前９時から研究員らの支障除去工事完了間際の現場見

学会へ参加しました。この大矢知地区平津地区調査は環境技術研究所の調査研究の一環と

して、例えばこの東部の中溜池水質調査など過去幾度か行われています。午前中は晴れて、

気温も熱くはなくよい日和でした。 

産廃跡地は３０数億円かけた行政代執行・跡地支障除去工事は H24 年以来、この９月末

で終了し、R5、23 年３月には完成とのこと。天端部は厚さ５０ｃｍの覆土工＋砕石２０ｃ

ｍの山頂部廃棄物層の覆いと、地下水浸透防止の観点から、３ha の平坦な見晴らしのいい

頂上部として完成しています。しかしこの露天場所の雨水はすべて西水路へ。この部分の

調整池は 10 年確立での設計とのこと。 

その一角に H16-20 と H19-1 の地中水調査用のボーリング調査孔が残っていました。 

H19-2 と H19-3 は無いようです。この H19 群は過去平成２０年の東邦地水の調査で、ダイ

オキシン類が出た場所です。（以下の報告↓参照） 

 東邦地水の H20 調査報告からのダイオキシン類、PCB、鉛などの検査結果 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H19-1 のボーリング井戸孔と北方の遠景(右遠方に平津団地) 

 



 

今回は、県の廃棄物適正処理ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾁｰﾑ(PT)による、現場説明会で 9 時の部は 40 名

程度の参加者が居ました。はじめに、PT の春日井氏が土地所有者で白地や不明者の土地な

どのある現状では、具体的に今後の跡地利活用が出来かねる状況説明と、取り敢えず、令

和 5 年、23 年 1 月には東・北・西の進入路沿いに 132 本のさくらの植樹をするとのこと。 

渡辺大矢知地区連合自治会長からは、住民が結集できた産廃大問題で、残念ながら全量撤

去は出来かねたが、周辺有害物質管理は水質で今後、年に 1 回(直近ではこの 11 月)実施し、

その間は電気伝導度(EC)計で溜池など簡単に測れるのでチェックしたい、汚染物質との相

関は取れそうとのことであった。鶴岡会長からは、H25 以来の大工事で何とかここまで来

た。廃棄物の埋設されている事実とこれからの有効利用(グラウンドや散策路など)もしてい

かないと。跡地の管理体制はまだ。 

その後、2 班にわかれて、西水路・調整池と東の中溜池のコースで、R5 年以降幅３５ｃ

ｍの歩行者出入り用のゲートを中溜池と東の平津の給水塔の南と西水路と 3 か所設置し、

内部の地権者の作業用の軽トラは地区市民センターで大門用のカギをもらって開けて入れ

る。いずれも不法投棄対策とのこと。散策は R5 以降自由。 

 

なお、西水路西の通称猿ケ谷の K-5 地点は周辺地域の最西端の場所であり、我々の調査で、

電気伝導度が高く、何かあるのではないかとのことで、環境保全事業団に調査依頼した。 

 



結果は、4.3 倍のダイオキシン類の発生で、県の指摘では表層水で、ダイオのパターン分析

では農薬起源とのことであった。 

 



しかし、上記の分析どおり、天頂部地下水の H19-1 と塩化物や 1,4 ジオキサン、ナトリウ

ム等でパターンが似ており、この K-5 表層水も何らかの東の産廃場地下水の影響がある。 



 以上が、2022 年 9 月段階での、大矢知平津地区の産廃処分場跡地についての現状報告で

ある。下記は 2022 年 3 月の EC 計による現地電気伝導度計測結果： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


